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２変数の２次関数

•独立変数が２個である

• 𝑧 = 𝑓(𝑥, 𝑦)

•一般ではn独立変数の多変数関数もある

• 𝑧 = 𝑓 𝑥1, 𝑥2, … , 𝑥𝑛
•例えば、

• 𝑧 = 𝑥2 + 2𝑥𝑦 + 3𝑦2

• 𝑧 = sin(𝑥 − 2𝑦)

• 𝑧 = 1 − 𝑥2 − 𝑦2



偏微分

• 偏微分（へんびぶん、partial derivative）は、多変数関数に対して一つの
変数のみに関する（それ以外の変数は定数として固定する微分である
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• 𝑓(𝑥, 𝑦)の極値を求めるときは、偏微分を用いる解法
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= 0, 𝑥, 𝑦の値を求める。もとの関数に代入して極値が得る。



問題

•次の関数を偏微分せよ。

• 𝑧 = 𝑥2 + 2𝑥𝑦 + 3𝑦2

• 𝑧 = sin(𝑥 − 2𝑦)

• 𝑧 = 1 − 𝑥2 − 𝑦2

• 𝑧 = 𝑥3𝑦2 + 3𝑥𝑦 − 4𝑦3

• 𝑧 = log(2𝑥2 + 3𝑦2)

• 𝑧 = 𝑥𝑦





𝑧 = 𝑓(𝑥, 𝑦)の最小値を求めよ

• 𝑧 = 𝑓 𝑥, 𝑦 = 𝑥2 + 2𝑥𝑦 + 2𝑦2 − 6𝑥 + 4𝑦 − 1



ヤコビ行列

•多変数微分積分学およびベクトル解析におけるヤコビ行列あるいは
単にヤコビアン一変数スカラー値関数における接線の傾きおよび一
変数ベクトル値函数の勾配の、多変数ベクトル値関数に対する拡張、
高次元化である。
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